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禾本科植物寄生ウド ン コ 菌

生態種ノ統計的研究

本間 ヤ 3屯

A STATISTICAL ・s1uov ON THE .BIOLOOICAL FORMS 

OF ERYSIPHE ORAMINIS DC. 

BY 

YASU HOMMA 

現時禾本科植物に寄生するラドシコ菌Eしでは只一種 bァsipkegrami》泊

DC.あるのみ院して、本菌の寄生植物芭して知らる、もの寒に多〈、賃Uとヨk
lit詑ずる二十六属の慶き U亡豆れh。即も Agropyron, Agrostis, Alopecurus, 

Apera, Arrhenatherum, Avena, Bechmannia, Brachypodium, Bromus, Dactylis, 

Deschampsia, Elymus, Festuca, Glyceria, Holcus, Hordeum, Lolium, Miliuni, 

Panicum, Phleum, Poa, Saccharum, Secale, Sesleria, Stipa, Triticumの二十六

属さなす。

如斯ー菌院して多数の寄主植物を有する場合区於て、彼の萎類誘菌類さ

同撲に敷種の生態種の存すぺきは嘗然考察し得らるぐき事賃にして、既UとE.

MARCHAL氏（r902）は本ヲドシコ菌に就きて接種試験を行ひたる結果次の七種

の生態種を記せ b。即も r. E1アsiphegraminis f. sp. Tritici, 2,. f. sp. Hordi, 

3・ f.sp. Secalis, 4・Esp. Avenae, 5. f. sp. Poae. 6.. £ sp. Agr.勾'Jyri, 7・
f. sp .. Bromi ~す。然して更に多数の寄主植物広就きて接種試験を行は Y尚一

層其載を増加すべきを思はしむ。

著者は数年前よ b小萎に寄生せるヲドY コ菌Uと就きて、其形態友生理的

性質rrc就き研究しつ冶ある聞に、是等生態種聞に於て、 1923年 M.N. LEVINE 

氏が委黒鋳病菌 Pucciniagramini's PERS. の生態種間Uと形態的差異を認めたる

が如〈、本種 BァsiphegraminゐDC. に於ても形態的差違あることを認め得

たるによれ本夏小委 （Triticum仰なare）楳妻（品＇rdeumsativum [naked bar-

ley］）スすメノカタピラ （Poaann仰）並ぴにアンーキグサ （E抑制 mollis)Uζ寄

[Transact. Sapporo Nat. Hist fo:., X, Pt.宮， 1929]
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生せるもの、分生胞子に就きて共比較調査を行ひたし其結果次の如し。

先づ是等四寄主植物に

寄生せるラドンコ菌の分生

胞子の形に就きて検するに

左の同に於て示せるが如〈

楕固形、長楕固形、圏構形、

長卵形にして軌れも大差あ

るこまなし、然れ共唯ス v

メノカタピラ上のものは先

端稀尖れるを以て他のもの

と明かに匝別ずることを得

ベ Lo 兎らに進むで分生胞

子の大き f[C就きて除するに

寄主植物の異る U乙従ひ明わ

に差異の存することを認め

らる。故 ~t.之れを統計的に調査せる f[C究の表に示せるが如き結果を得たり。

0 
iCご〉

。’ク
パレ
3

も、
4て：）__ d 

I，小委上に脊生せるもの

2・線大多上に寄生せるもの

3・ 2 ズメノカタピラ上に寄生せるもの

4・ テンキグサ上lこ寄生ぜるもの

1. 小夢に寄生せるもの

長 （μを車位ごす）

長ザ・ I30・.031.2 32.4 33.6 34.8 36.0 37・238.4 39.6 40.8 42・043.2 44・445.6 I卒均償

倒体数 1 3 13 20 28 36 71 98 99 46 40 24 14 6 2 I 37必こと0.087

。高

平均債騎 12.0 13・2 14・4 15.6 16.8 

14・50土 0.035個体数 1 24 97 209 128 41 
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2. 穂夢に寄生せるもの

長

サI27.6 28.8 30・03I.2 32.4 33.6 34・836.0 37.2 384 39.6 40.8 42・043・；244.4 45・646.8 

8 12 37 43 67 78 90 58 49 30 lg 3 2 I I I 

中高

縞 12.0 13・2 144 15.6 16.8 18.0 19.2 卒均償

個体数 22 99 208 104 49 17 14.64土0.040

3. ス、。メJカタ広ラに寄生せるもの

長

25・2 26.4 27.6 28.8 30.0 31.2 32.4 33.6 34.8 36.0 37・2 38.4 

7 21 43 71 73 98 84 63 23 II 5 

幅

幅 13.宮 14.4 I 5.6 I 6.8 18.0 19.2 20.4 卒均償

個体数 9 89 139 162 67 29 5 16.31土0.043

卒均債

35・45土：：＞.078

平均債

31.00土ロ巧4

以上三種のものは新鮮なる材料を混室中広保も表面に接育せる胞子主静

かι採 b蒸溜水中にて五百個の大きを計りたる結果なり。

4. テンキタサに寄生せるもの

長

長サ 22.8 24・0 25・2 26.4 27.6 28.8 30.0 31.2 32.4 卒均償

個体数 4 14 17 26 15 14 5 3 宮 26.67土0.144
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申冨

幅 1 lo.s 12.0 13・2 14・4 lS.6 16.8 I 平均償

個体重tI I 9 37 44 7 2 I 13・84士0.068

以上のアシキグヲTR寄生せるものは！堅乾し、約二週間を経たるものを潟

室中に保も苛性加里液に慮理して百個を計。？とるものな b、此アシキグサ上

のラドンコ菌は外闘に於ては~Iこ知られたるものなるも本邦に於ては最初に

接鬼せられしものなり。

上表に依bその平均債を見る時は究の如し。

長 申耳
I. /J、 妻 37,35土 0.037 14.50士 0.035

2. 楳 委 35,45土 0・078 14.64士 0.040

3. ス V メノカタピラ 3r.oo士 0.054 16.31土 0,043

4・ プ シ キグサ 26.67士 0.144 13.84士 0.068

即も長径に於ては小委に寄生せるもの最大にしてアンキグずに寄生せる

ものは最少なり、而して楳萎のものは小委に近似せるを知るィし。幅径Uと於

てはスずメノカタピラのもの最大にしてアンキク・ずに於て最小な b、而して

楳妻小委に於けるものは共中位にあ bて互に相似たり。

以上統計的調査の結果よりするときは小萎反楳萎上のものは近遁しつ当

あるも、スぃメノカタピラ並にアンキグサ上のものは著しく相違しっ、ある

を認めらる。而して小委上のものは f.sp. Triticiに、穂萎上のものは f.sp. Hordi 

スいメノカタピラ上のものは ιsp.Poae ~t.相嘗するものと認められ、従って

各生態種聞に於ては、只接種試験による生態的差異の外、形態的に明かに匡

別せらる、ことを認め得tc.b。尚今回供試せるアンキグサ上のものは其形態

著しく他と異なりあること叙上の如く、従って特立せるー型なるを疑はさ3

Lとよ 0進んで、接種試験を企岡せんと欲しつ》あるも、未Tご其機を得ぎるを遺

憾とす。然れ共其形態上よ 0惑に一新生態樟五ケsiphegraminis f. sp. Elymi 

として暫〈後来の研究を侯たんとす。

昭和三年十月 於北海道帝園大事植物皐教室
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RESUME 

No previous record of the comparative study on the morphology of the 

biological forms of Erysiphe graminis could be found. In this summer, the writer 

intended to determine the di佐rencesin the dimensions of the conidia of these 

biological forms. The material used in this study was collected at Sapporo and 

its vicinity. The form on the common wheat wasβ：ysiphe graminis f. sp. 

Tritiヒi;on the naked barley it w訂正 sp・正｛ordi・； on Poa annua it was f. sp. 
』

Poae; and on Elymus mollis it was f. sp. Elymz which is newly proposed by 

the writer. Five hundred conidia of each of the first three forms and one 

hundred of the last were measured. The mean values for the length and width 

of each forms were as follows : 

f. sp. Tritici・ 

f. sp. Hordi 

f. sp. Poae 

f. sp・Elymi 

37.35士0.037

35.45土0.078

31.00士0.054

26.67士0.144

14,50土0.035

. 14.64士0.040

16.31士0.043

13.84士0.068

From these results, we can easily recognize the differences in the spore-

size of these biological forms of b仰がb graminis. 

Oct. 1928 


